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１．はじめに
平成 30 年 4 月1日から，障害者の法定雇用率が引き上

げられ（民間企業 2.2％，国，地方公共団体 2.5％，都道
府県等の教育委員会 2.4％へ），障害者の雇用を取り巻く
環境は，雇用促進へと向かっている。

その一方で，視覚障害学生の内定までの道のりは険し
い現状がある。

そこで，就職支援をスムーズかつ効率的に行うためには，
学生ごとの企業選択に関する価値観を把握するとともに，
学生に適した就職支援を行っていくことが重要である。

こうした背景を踏まえ，本研究は，下記に示す 2 点を目的
とする。１点目は，学生の職業観に関する事例研究を行い，
視覚障害学生の就職に関する価値分析を行うにあたって
の理論的考察を行う。2 点目は，就職支援プログラム及び
開発に関する事例研究を行う。

２．成果概要
大学生の職業観に関する研究では，文献調査を行った

（浦上 [1]，古田 [2]，松並・西尾 [3]，加藤 [4] 等）。
加藤の研究では，大学生の就職時における企業選好に，

個人の価値観がどのように関連しているかコンジョイント分析
を用いて探索的研究を行っている。結果として大学生は地
元志向が強く，年功要素が強いことを明らかにしている。

今回得られた知見を活かし，今後は学生にアンケート調
査を実施し，学生の職業観を明らかにしたい。

就職支援プログラム及び開発に関する研究では，主に
公共職業安定所，大学等の就職支援プログラム関連につ
いて情報収集及び分析を行った。

情報システム学科では，2018 年度の就職支援として表
1 に示すプログラムを実施した。2018 年度には，新たに「就
職とダイバーシティ（多様な人材）育成セミナー」と「障
がい者のためのマイナビチャレンジドセッションへの参加」を

本学科の就職支援プログラムの中に組み込んだ。次年度
以降，視覚障害学生にとって内定につながる可能性を向上
させるための就職支援プログラムを今後も検討していく。
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表1　2018年度実施の就職支援プログラム




